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西太平洋地区医学教育連盟と世界医学教育連盟西太平洋地区医学教育連盟と世界医学教育連盟

医学教育機関認証評価と教育質保証医学教育機関認証評価と教育質保証

医科大学カタログと教育質保証医科大学カタログと教育質保証

医学教育目標の国際基準による教育質保証



A i ti f M di l Ed tiAssociation for Medical Education 
in the Western Pacific Region 

(AMEWPR)(AMEWPR)



1988年に設立
世界医学教育連盟の地区部会として設立世界医学教育連盟の地区部会として設立
WHO西太平洋地域（WPRO)加盟国のなかの
14カ国が加盟14カ国が加盟
設立目的は地域の医学教育を通じた医療の

際連携向上のための国際連携



オーストラリア連邦
カンボジア王国
中華人民共和国中華人民共和国
フィジー諸島共和国
日本国
ラオス人民民主共和国ラオス人民民主共和国
マレーシア
モンゴル国
ニュージーランド
パプアニューギニア独立国
フィリピン共和国
大韓民国
シンガポール共和国
ベトナム社会主義共和国ベトナム社会主義共和国



国名 人口 (k) 国名 人口(k)国名 人口 (k) 国名 人口(k)

オーストラリア 20,155 モンゴル 2,646

カンボジア 14,071 ニュージーランド 4,028

中国 1 315 844 パプア ギ ア 5 887中国 1,315,844 パプアニューギニア 5,887

フィジー 848 フィリピン 83,054

日本 128,085 韓国 47,817

ラオス 5,922 シンガポール 4,326

マレーシア 25,347 ベトナム 84,238

Cited from AMEWPR HP: http://www.amc.org.au/amewpr/home.asp

マレ シア , トナム ,



国名 医学校数 人口１千人 国名 医学校数 人口１千人国名 医学校数 人口１千人
当医師数

国名 医学校数 人口１千人
当医師数

オーストラリア 19 2.5 モンゴル 15 2.8

カンボジア 2 0.2 ニュージーランド 2 2.2 

中国 281 1.6 パプアニューギニア 1 0.07

フィジー 2 0.5 フィリピン 36 1.2フィジ 2 0.5 フィリ ン 36 1.2

日本 80 2.1 韓国 41 1.6

ラオス 1 0.3 シンガポール 2 1.4

マレーシア 21 0 7 ベトナム 99 0 6マレーシア 21 0.7 ベトナム 99 0.6

Cited from AMEWPR HP: http://www.amc.org.au/amewpr/home.asp and other resources





催 成２０年７ ２７ ２８開催日 平成２０年７月２７･２８日

開催場所 東京

議題 各国の医学教育の動向

各国 WFME Gl b l S d d 導 状各国のWFME Global Standards導入状

況/ＷＰＲＯガイドラインとの整合性

国際的認証評価

会則改定 会長選挙会則改定、会長選挙



国名 評価の有無；評価間隔

オーストラリア 有り；６年

カンボジア なし

中国 有り；

フィ ジ 有り プログラム年数毎

国名 評価の有無・評価間隔

モンゴル 有り；１０年
フィージー 有り；プログラム年数毎

日本 無し（一部機関認証評
価として実施）

ニュージーランド 有り；６年

パプアニューギニア 任意

フィリピン 有り ５年
ラオス 不明

マレーシア 有り；１-５年

フィリピン 有り；５年

韓国 有り；３-５年

シンガポール 任意シ ポ 任意

ベトナム 任意

台湾 有り



催 成２２年８ １ ２開催日 平成２２年８月１･２日

開催場所 東京開催場所 東

議題 WFME Global StandardsとＷＰＲＯガイド
統ラインの統一

Ａｖｉｃｅｎｎａ Directories

ＷＦＭＥ Ｇｌｏｂａｌ Role of the Doctor 

in Healthcarein Healthcare

新会長選出



W ld F d ti f M di l Ed tiWorld Federation for Medical Education
(WFME)



• WFMEは医学教育に関わる世界的組織である。WFMEは医学教育に関わる世界的組織である。

• WFMEの使命は 医学教育を通じて科学的および倫理WFMEの使命は、医学教育を通じて科学的および倫理
的に高い水準の医療を全ての人が享受できることである。

• WFMEの活動は、卒前から生涯教育までの全ての医学
教育段階を含む。教育段階を含む。

• WFMEは 世界の６地区の部会を統合するWFMEは、世界の６地区の部会を統合する。



WFME本部
ペ ゲ 大学コペンハーゲン大学

Association for 
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Europe (AMEE) Association for 
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Association of Association for 
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WFME本部
ペ ゲ 大学コペンハーゲン大学

ルンド大学

Association for 
Medical Education in 
Europe (AMEE) Association for 

Medical Education 

Association of Association for 

Association for 
Medical 
Education in the 

Panamerican Federation 
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Medical Schools 

in the Eastern 
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Region (AMEEMR)
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Medical Schools in 
Africa (AMSA)

Medical Education 
(SEARAME)

Western Pacific 
Region

(PAFAMS)



開催地 日程開催地・日程
• ヨルダン大学医学部（イルビッド, 

ヨルダン）ヨルダン）

• 2009年 4月20-21日

議題議題
• 本部活動報告

• 地区部会報告地区部会報告

• WHOおよびIFMSAからの報告

• The Global Standardsによる

医育機関認証評価

• Ａｖiｃｅｎｎａ Ｄｉｒｅｃｔｏｒies



開催地 日程開催地・日程
• チュラロンコン大学医学部（バンコク, タイ）
• 2010年 3月28-29日2010年 3月28 29日
議題

• 本部活動報告
部会報告• 地区部会報告

• WHOおよびIFMSAからの報告
• ＥＣＦＭＧの将来計画としてのＧＳ ＡＤの活用ＥＣＦＭＧの将来計画としてのＧＳ、ＡＤの活用
• The Global Standardsの改訂計画
• Ａｖiｃｅｎｎａ Ｄｉｒｅｃｔｏｒiesの進捗
• Global Role of the Doctor in Healthcare

の着手



「 療 グ バ ゼ シ「医療」のグローバリゼーション



Physician MigrationPhysician Migration （医師の国際間移動）（医師の国際間移動）
M di l T iM di l T i （患者の国際間移動）（患者の国際間移動）Medical Tourism Medical Tourism （患者の国際間移動）（患者の国際間移動）



国別に定め医国別に定め医
師資格が師資格が ＥＵＥＵ

医師輸入医師輸入
増大増大

内で共通化内で共通化

自国外教育機関の質保証自国外教育機関の質保証自国外教育機関の質保証自国外教育機関の質保証
（自国の評価基準が使えない）（自国の評価基準が使えない）



輸出国 輸入国

国策として医師を輸出 医師不足国策として医師を輸出

• 外国で働ける医師を教育する必
要

医師不足

• 医科大学を持たない：国外の資
格を認証

• 自国の卒業証（ディプロマ）・医師
資格が国外で有効である必要

• 輸入する医師の質保証の困難

地域国家連合による医師移動
経済事情・市場等により流出

• 医学教育導入の際の質保証

地域国家連合による医師移動
の自由の保証

• 経済原則による医師の移動に

• 流出を防ぐ政策 対して、移動してくる医師の教
育背景が異なる

日本は？日本は？日本は？日本は？



国の特徴

無数の島から成る小国無数の島から成る小国
人口８万人
医師６０人
医科大学なし
看護短大2010設置予定
医師は４カ所の州立病院およ医師は４カ所の州立病院およ
び大きな町の診療所に集中
生活習慣病







どのレベルの医療を担
うか

どのレベルの医療を担
えるか

• 何ができるべきか • どのような教育を受けたか
医師の役割・教育目標 教育機関の質保証





WFME Gl b l St d d fWFME Global Standards for 
Quality Improvement (2003)

• 構成
基本医学教育（学部教育）

卒後研修教育

生涯教育

• 内容
教育機 証評価基準教育機関の認証評価基準



Trilogy of Global StandardsTrilogy of Global Standards



国名 導入（修正利用を含む）

オーストラリア 参考

カンボジア なし

中国 導入

フィジ 今後導入予定

国名 導入（修正利用を含む）

モンゴル 導入
フィジー 今後導入予定

日本 なし

ラオス なし

ニュージーランド WHO/WFME基準

パプアニューギニア 導入

フィリピン なし
ラオス なし

マレーシア 導入
フィリピン なし

韓国 一部導入

シンガポール なしシ ポ なし

ベトナム WHO/WFME



大学は、その教育研究水準の向上に資するため、
当該大学の教育及び研究、組織及び運営並び

施設及び設備（教育研究等） 状況に施設及び設備（教育研究等）の状況について
自ら点検及び評価を行い、その結果を公表（自
己評価等）するものとする己評価等）するものとする。

大学は 前項の自己評価等に加え 当該大学の大学は、前項の自己評価等に加え、当該大学の
教育研究等の総合的な状況について、7年以内
ごとに 認証評価機関による評価（認証評価）をごとに、認証評価機関による評価（認証評価）を
受けるものとする。



目的
• 大学が行った自己点検評価を外部から客観的に評価し、大学が行 た自己点検評価を外部から客観的に評価し、

その大学の教育の質を社会的に認証するとともに、評価
結果を大学が利用して自己改善を促進する。

機関評価の流れ機関評価の流れ

自己点検評価・
外部評価

書面調査

評価結果提示

助言・勧告
自己点検結果・
助言・勧告に基

評価書作成
書面調査

実地視察

助言・勧告

適合・不適合

助言・勧告に基
づく改善



利用
• 国際基準として拘束力のあるものではなく、地域・国・国際基準として拘束力のあるものではなく、地域 国

個々の医育機関で適宜活用する。

• 地域・国の状況に合わせて改変可能。訳して自国語で地域 国 状況 合わせ 改変可能。訳 自国語
評価する事も可能。

外部評価
• ＷＦＭＥは認証評価組織ではない。ＷＦＭＥは認証評価組織ではない。

• 外部評価は依頼されれば組織する。



依頼者
• フィジー国（保健省）

依頼理由
自国に認証評価基準がない• 自国に認証評価基準がない。

• 新たに設立された医科大学の外部評価を行うにあたり適切な
基準に基づいて行う。基準に基づいて行う。

依頼先
• 世界保健機構地域事務局（ＷＰＲＯ）

• ＷＰＲＯからAMEWPRに依頼



行程
• 1月 ＷＰＲＯから照会月 から照会

• 2月 大学から依頼

• 3月 ＷＦＭＥと協議3月 ＷＦＭＥと協議

• 4月 自己点検評価指示

• 5月 外部評価者決定5月 外部評価者決定

• 6月 実地視察・評価計画確定

• 7月 自己点検評価再提出指示• 7月 自己点検評価再提出指示

• 8月3-8日 現地視察/書類/面接調査

8月10日 評価報告書提出• 8月10日 評価報告書提出





大学基準 WFME GLOBAL STANDARDS

1 理念･目的 1 大学の使命と目標1. 理念 目的
2. 教育研究組織
3. 教育内容・方法
4 学生の受け入れ

1. 大学の使命と目標
2. 教育プログラム
3. 学生評価

学生（受入 生活 支援）
4. 学生の受け入れ
5. 学生生活
6. 研究環境
7. 社会貢献

4. 学生（受入・生活･支援）
5. 教員
6. 教育資源社会貢献

8. 教員組織
9. 事務組織
10. 施設･設備

7. プログラム評価
8. 管理運営
9. 継続的改良

11. 図書･電子媒体等
12. 管理運営
13. 財務

点検 評価14. 点検･評価
15. 情報公開・説明責任



大学基準 EDUCATIONAL PROGRAM大学基準
「教育内容・方法」

EDUCATIONAL PROGRAM
「教育プログラム」

1. 教育課程 1. カリキュラムと教育方略
2. 教育方法
3. 学位授与

2. 科学的方法
3. 基礎医科学
4 行動及び社会科学と医療倫理4. 行動及び社会科学と医療倫理
5. 臨床医学と技能
6. カリキュラム構造、構成と教育

期間期間
7. プログラム管理
8. 実践医療と保健制度の連携8. 実践医療と保健制度の連携



Th t l f M di l S h l d thTh t l f M di l S h l d thThe catalog of Medical Schools and other The catalog of Medical Schools and other 
health professional education instituteshealth professional education institutes



目的
• 世界の「信頼ある」医科大学リスト

情報収集
• ＷＨＯとの共同事業
• ＷＦＭＥ地区部会の参画

情報コンテンツ
• 一般的情報（設置年、学制、教育年限等）
• 「信頼性」についての基準 (今後）

外部評価受審外部評価受審

ＷＦＭＥグローバルスタンダードによる評価受審



Scope and content
The aim of the AVICENNA Directories is to provide up-to-date and reliable 
information on institutions that educate health professionals to all who are 
i d li k i l d i i l l l h i iinterested - policy-makers at national and international level; authorities 
responsible for licenses to practice; teachers and schools; and students 
seeking to identify a suitable quality programme. 

The AVICENNA Directories will in due course hold contact details of 
institutions, admission rules, a brief description of the educational programme, 
the titles of degrees and diplomas awarded accreditation status and otherthe titles of degrees and diplomas awarded, accreditation status and other 
quality assurance mechanisms in use, and the like. Besides information on 
educational institutions the AVICENNA Directories will hold information at a 
national level which will include the number of institutions nationalnational level, which will include the number of institutions, national 
requirements for quality assurance of education for the health professions 
etc.





RCPSCRCPSC
The CanMEDS

Physician 
Competency 

GMC
Tomorrow’s 

Doctor
？ p y

Framework？

AMC

AAMC
Learning objectives for 

di l t d t AMC
AMC Standards of Basic 

Medical Education

medical student 
education: Guidelines 

for Medical Schools

Good Medical Practice
Final Code



Global role of the doctor in Healthcare
• 医師の役割の世界基準医師の役割の世界基準

• 2010年から策定作業に入り2013年公開予定
各国の基準各国の基準

WFME地域部会での検討



教育機関による質保証
• アドミッション・ポリシー （入学者選抜）アドミッション ポリシ （入学者選抜）

• ディプロマ・ポリシー （卒業認定）

行政・第三者機関による質保証
• 医師国家試験• 医師国家試験

• 共用試験



国際的な医学教育質保証が求められている。国際的な医学教育質保証が求められている。

WFMEWFMEグローバルスタンダードが、医科大学機関評価の評価基準としグローバルスタンダードが、医科大学機関評価の評価基準とし

て認められてきているて認められてきているて認められてきている。て認められてきている。

ＷＦＭＥＷＦＭＥ Global Role of the Doctor in HealthcareGlobal Role of the Doctor in Healthcareが今後国際的な教育が今後国際的な教育ＷＦＭＥＷＦＭＥ Global Role of the Doctor in HealthcareGlobal Role of the Doctor in Healthcareが今後国際的な教育が今後国際的な教育

目標となる可能性がある。目標となる可能性がある。

グローバリゼーションのなかで質保証のされている医科大学のリストグローバリゼーションのなかで質保証のされている医科大学のリスト

が作られつつある。が作られつつある。

医学の質保証の一つとして、国際的な医科大学認証評価、医学教育医学の質保証の一つとして、国際的な医科大学認証評価、医学教育

目標が将来各国利用され、国および各医科大学の医学教育が評価さ目標が将来各国利用され、国および各医科大学の医学教育が評価さ目標が将来各国利用され、国および各医科大学の医学教育が評価さ目標が将来各国利用され、国および各医科大学の医学教育が評価さ

れる可能性がある。れる可能性がある。


